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常
陸
牛
の
販
売
促
進
は
販
売
体
制
を
強
化
し
て
対
応

暴
力
団
撲
滅
の
取
り
組
み
は
地
域
と
連
携
し
て
対
処

安
全
快
適
な
み
ち
緊
急
整
備
事
業
は
一
八
年
度
以
降
も
継
続
を
検
討

土木委員会 農林水産委員会

文教治安委員会

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
の
審
査
結
果

総
務
企
画
委
員
会

常
任
委
、
特
別
委
等
の
新
人
事
決
ま
る

環
境
商
工
委
員
会

保
健
福
祉
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

文
教
治
安
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

情
報
委
員
会

監
査
委
員

○
日
立
電
鉄
線
の
運
行
存
続
に

対
す
る
県
の
支
援
に
関
す
る

請
願

○
地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る

請
願

○
「
公
務
員
の
労
働
基
本
権
確

立
」
を
求
め
る
請
願

○
「
定
率
減
税
の
廃
止
・
縮
小

を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
」
請
願

　　　○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
及
び

有
期
契
約
労
働
者
の
適
正
な

労
働
条
件
の
整
備
及
び

等

待
遇
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
請
願

○
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
７
５
号
条
約
及

び
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
１
１
号
条
約

の
批
准
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
請
願

○
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等

確
保
法
（
仮
称
・
公
契
約

法
）
制
定
な
ど
、
建
設
労
働

者
の
適
正
な
る
労
働
条
件
の

確
保
に
関
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願

○
石
下
町
町
内
の
硫
酸
ピ
ッ
チ

処
分
に
関
す
る
請
願
（
処
分

に
つ
い
て
の
方
策
）

　　　○
国
立
水
戸
病
院
の
移
転
に
伴

う
跡
地
に
関
す
る
請
願

○
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
解

禁
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願

　　　○
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関

す
る
請
願

○
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
」
見
直
し
に
関
す
る
請

願
○
地
籍
調
査
推
進
に
関
す
る
請

願
　　　○

神
栖
警
察
署
設
置
に
関
す
る

請
願

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
を
求
め
る
請
願

　
採
　
　
択

　
不
　採
　択

　
継
続
審
査

　
三
月
一
八
日
の
本
会
議
で
、

各
常
任
委
員
会
委
員
と
予
算
決

算
特
別
委
員
会
委
員
等
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　　　　
予
算
決
算
特
別
委
員
会
は
県

の
予
算
と
決
算
の
審
査
を
一
体

的
に
行
い
、
決
算
審
査
を
通
し

た
事
業
評
価
を
翌
年
度
の
予
算

編
成
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
設

置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
で
す
。

委
員
長
　
　
葉
　
梨
　
　
　
衛

副
委
員
長
　
木
　
本
　
信
　
男

委
　
員
　
　
川
　
津
　
　
　
隆

委
　
員
　
　
菊
　
池
　
敏
　
行

委
　
員
　
　
伊
　
沢
　
勝
　
徳

委
　
員
　
　
青
　
木
　
來
三
郎

委
　
員
　
　
戸
井
田
　
和
　
之

委
　
員
　
　
田
　
所
　
嘉
　
徳

委
　
員
　
　
新
　
井
　
　
　
昇

委
　
員
　
　
飯
　

　
秋
　
男

委
　
員
　
　
鶴
　
岡
　
正
　
彦

委
　
員
　
　
磯
　

　
久
喜
雄

委
　
員
　
　
大
　
高
　
伸
　
一

委
　
員
　
　
黒
　
部
　
博
　
英

委
　
員
　
　
澤
　
畠
　
俊
　
光

委
　
員
　
　
綿
　
引
　
久
　
男

委
　
員
　
　
鬼
　
沢
　
忠
　
治

委
　
員
　
　
香
　
取
　
　
　
衛

委
　
員
　
　
細
　
谷
　
典
　
幸

委
　
員
　
　
加
倉
井
　
昭
　
喜

委
　
員
　
　
江
　
田
　
隆
　
記

委
　
員
　
　
染
　
谷
　
　
　
清

委
　
員
　
　
川
　
口
　
三
　
郎

委
　
員
　
　
長
谷
川
　
修
　
平

委
　
員
　
　
常
　
井
　
洋
　
治

委
　
員
　
　
井
　
手
　
義
　
弘

委
　
員
　
　
山
　
中
　
泰
　
子

委
　
員
　
　

　
田
　
規
　
夫

　　　　
議
会
運
営
委
員
会
は
議
会
運

営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
や

議
会
の
規
則
や
条
例
に
関
す
る

事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
を
協
議
す
る
委
員
会
で

す
。

委
員
長
　
　
鶴
　
岡
　
正
　
彦

副
委
員
長
　
白
　
田
　
信
　
夫

委
　
員
　
　
新
　
井
　
　
　
昇

委
　
員
　
　
鈴
　
木
　
徳
　
穂

委
　
員
　
　
海
　
野
　
　
　
透

委
　
員
　
　
藤
　
島
　
正
　
孝

委
　
員
　
　
桜
　
井
　
富
　
夫

委
　
員
　
　
森
　
田
　
悦
　
男

委
　
員
　
　
今
　
　
　
一
　
男

委
　
員
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
治

　

　　　　
情
報
委
員
会
は
、
公
文
書
の

開
示
決
定
等
に
つ
い
て
の
不
服

申
立
の
調
査
や
事
前
調
査
、
さ

ら
に
は
情
報
提
供
施
策
の
充
実

に
関
し
調
査
等
を
す
る
委
員
会

で
す
。

委
員
長
　
　
潮
　
田
　
龍
　
雄

副
委
員
長
　
田
　
所
　
嘉
　
徳

委
　
員
　
　
菊
　
池
　
敏
　
行

委
　
員
　
　
伊
　
沢
　
勝
　
徳

委
　
員
　
　
武
　
藤
　
　
　

委
　
員
　
　
山
　
口
　
伸
　
樹

委
　
員
　
　
荻
　
津
　
和
　
良

委
　
員
　
　
染
　
谷
　
　
　
清

委
　
員
　
　
川
　
口
　
　
　
浩

委
　
員
　
　
井
　
手
　
義
　
弘

　　

山
　
口
　
伸
　
樹

田
　
山
　
東
　
湖

　
石
川
多
聞
・
新
た
な
県
総
合

計
画
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

が
辞
任
し
た
た
め
、
三
月
一
八

日
の
本
議
会
に
お
い
て
、
同
委

員
会
委
員
長
に
長
谷
川
大
紋
議

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

安全快適なみち緊急
整備事業により整備
された道路。右は整
備前

常陸牛肉販売推奨店指定証
交付式の様子

地域安全・暴力追放県民
大会の様子

問
　
食
料
自
給
率
の
向
上
の
た

め
、
「
い
ば
ら
き
を
食
べ
よ
う

学
校
給
食
推
進
事
業
」
を
関
係

部
局
が
連
携
し
、
拡
充
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
　
学
校
給
食
は
食
生
活
の
基

礎
を
つ
く
る
大
事
な
も
の
で
あ

り
、
こ
の
中
で
県
産
品
を
で
き

る
だ
け
取
り
入
れ
、
消
費
拡
大

を
図
る
。
教
育
庁
と
の
連
携
が

大
事
で
あ
り
、
密
接
に
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
適
用
外
農
薬
を
使
用
し
た

こ
と
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
今
後
の
対
応
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
　
農
薬
の
登
録
内
容
を
検
索

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
活

用
し
な
が
ら
、
使
用
基
準
等
の

チ
ェ
ッ
ク
を
二
重
、
三
重
に
行

う
な
ど
の
対
応
を
徹
底
し
、
再

発
防
止
に
万
全
を
期
す
。

問
　
農
業
の
振
興
を
図
る
上

で
、
農
協
の
営
農
指
導
等
を
強

化
す
る
よ
う
、
県
は
指
導
・
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
と

え
る

が
ど
う
か
。

答
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や

営
農
指
導
員
に
対
す
る
研
修
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
共
販
率
の
向
上
な
ど
、
農

協
の
体
制
強
化
を
図
り
、
組
合

員
か
ら
信
頼
さ
れ
る
農
協
に
な

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問
　
常
陸
牛
を
扱
う
飲
食
店
と

し
て
認
定
さ
れ
た
推
奨
店
は
、

ま
だ
二
四
店
と
少
な
く
、
常
陸

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
を
広
め
る
た
め

に
は
、
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
。

答
　
現
在
の
二
四
店
は
一
次
認

定
で
あ
り
、
今
後
、
二
次
、
三

次
と
拡
大
し
た
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
広
告
や
、
新
年
度

か
ら
は
常
陸
牛
振
興
協
会
へ
の

販
売
専
門
員
配
置
な
ど
、
販
売

体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
本
県
が
独
自
に
育

成
し
た
品
種
の
種
苗
登
録
の
推

進
、
田
園
環
境
整
備
計
画
策
定

事
業
の
具
体
的
内
容
な
ど
も
質

問
）

問
　
民
間
を
活
用
し
て
供
給
す

る
借
上
公
営
住
宅
事
業
へ
の
応

募
者
が
一
事
業
者
の
み
と
聞
い

た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

答
　
敷
地
規
模
の
条
件
を
二
千

平
方

と
し
た
た
め
、
応
募
者

が
少
な
か
っ
た
と

え
ら
れ

る
。
来
年
度
は
一
千
平
方

程

度
に
緩
和
し
、
募
集
し
た
い
。

問
　
日
立
港
が
利
用
促
進
重
点

港
湾
に
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
判
断
理
由
は
。

答
　
国
は
、
全
国
一
〇
五
の
重

要
港
湾
を
効
率
的
・
効
果
的
な

新
規
投
資
に
よ
り
利
用
の
増
進

が
見
込
ま
れ
る
高
度
利
用
推
進

港
湾
と
既
存
の
施
設
を
活
用
す

る
利
用
促
進
重
点
港
湾
の
二
つ

に
区
分
し
た
が
、
判
断
理
由
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
一
九

年
度
の
見
直
し
の
際
に
、
日
立

港
が
高
度
利
用
推
進
港
湾
に
位

置
付
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

問
　
交
差
点
改
良
な
ど
を
行
う

安
全
快
適
な
み
ち
緊
急
整
備
事

業
は
平
成
一
七
年
度
が
五
カ
年

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
計
画
箇
所
は
、
平
成
一
七

年
度
末
で
一
〇
〇
％
達
成
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。
効
果
も
高

く
、
要
望
も
多
い
の
で
、
一
八

年
度
以
降
も
新
五
カ
年
計
画
と

し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問
　
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
株
式
会

社
の
更
生
計
画
案
に
同
意
し
、

県
が
債
権
放
棄
を
し
た
場
合
、

現
在
の
航
路
は
維
持
さ
れ
る
の

か
。

答
　
関
係
人
集
会
で
全
議
決
金

額
の
過
半
数
の
同
意
が
な
い
と

更
正
計
画
案
は
認
可
決
定
さ
れ

な
い
が
、
大
口
債
権
者
と
調
整

済
と
聞
い
て
お
り
、
同
意
さ
れ

る
可
能
性
は
大
き
く
、
航
路
維

持
の
確
実
性
は
高
い
と
判
断
し

て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
阿
見
吉
原
土
地
区

画
整
理
事
業
の
現
況
と
見
通

し
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
状

況
な
ど
も
質
問
）

問
　
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
暴
力

団
が
関
わ
る
犯
罪
が
多
発
し
て

い
る
が
、
暴
力
団
の
排
除
に
個

人
や
民
間
で
対
応
す
る
に
は
限

界
が
あ
り
、
警
察
が
徹
底
し
て

取
り
組
む
べ
き
と

え
る
が
。

答
　
警
察
と
し
て
も
そ
の
よ
う

な
自
覚
の
も
と
、
暴
力
追
放
県

民
大
会
や
各
地
域
で
の
集
会
な

ど
を
開
い
て
い
る
。
ま
た
、
暴

力
団
排
除
に
は
地
域
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
各
警
察
署
に

お
い
て
地
域
と
の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
な
が
ら
対
処
す
る
。

問
　
警
察
官
の
大
量
退
職
を
見

据
え
た
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
平
成
一
九
年
度
か
ら
三
三

年
度
の
一
五
年
間
で
、
毎
年
平

一
五
〇
名
が
退
職
し
、
警
察

官
の
約
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
入

れ
替
わ
る
た
め
、
人
員
確
保
と

退
職
手
当
の
増
加
が
問
題
で
あ

る
が
、
当
面
は
優
秀
な
人
材
の

確
保
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
や
る
気
が
あ
る
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
は
、
教
員
の
資

質
が
重
要
で
あ
り
、
人
間
性
を

重
視
し
た
教
員
採
用
を
す
べ
き

と

え
る
が
所
見
は
。

答
　
教
員
の
資
質
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
筆
記
試
験
の
結
果

ば
か
り
を
重
視
し
過
ぎ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と

で
、
面
接
試
験
に
民
間
の
面
接

官
を
加
え
る
な
ど
、
知
識
ば
か

り
で
な
く
人
間
性
や
本
人
の
意

欲
を
重
視
し
た
教
員
採
用
を
行

っ
て
い
る
。

問
　
人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
は
、
義
務
教
育

の
段
階
で
心
の
教
育
を
徹
底
す

べ
き
で
あ
る
と

え
る
が
所
見

を
伺
う
。

答
　
義
務
教
育
で
は
、
知
・
徳

・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
格
形

成
を
目
指
し
て
い
る
が
、
中
で

も
徳
に
つ
い
て
は
全
て
の
基
本

と
な
り
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
犯
罪
被
害
者
対
策

の
推
進
、
高
校
に
お
け
る
生
徒

指
導
の
あ
り
方
な
ど
も
質
問
）

いばらき県議会だより平成１７年４月１７日（日曜日） １５１　　（２）

質
　
問
　
者
（
２
－
４
面
）

一
般
質
問
（
要
旨
）

新
長
期
総
合
計
画
の
展
望
は
活
力
あ
る
住
み
よ
い
人
が
輝
く
茨
城

「
第

回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
お
か

２
０
０
４
」
歓
迎
広
場
（博
多
駅
前
）

住
宅
供
給
公
社
対
策
は
販
売
体
制
の
強
化
と
経
営
改
善

代
表
質
問
（
要
旨
）
質
問
者
（
２
－
３
面
）

第１回定例会

代
表
質
問
住
宅
供
給
公
社
対
策
な
ど
質
す

本
県
初
議
員
提
案
政
策
条
例
可
決

　
平
成
一
七
年
第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
一
日
か

ら
三
月
一
八
日
ま
で
、
二
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

知
事
か
ら
、
平
成
一
七
年
度
一
般
会
計
予
算
や
市
町

村
の
廃
置
分
合
な
ど
、
議
員
か
ら
、
議
員
提
出
と
し

て
は
本
県
初
め
て
の
政
策
条
例
で
あ
る
茨
城
県
屋
外

広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
は
、
住
宅
供
給
公
社
対
策
、
が
ん
粒

子
線
治
療
施
設
の
整
備
、
知
事
の
四
期
以
上
の
多
選

な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
新
県
長

期
総
合
計
画
の
展
望
、
発
達
障
害
者
へ
の
支
援
策
、

霞

浦
方
式
浄
化
槽
の
普
及
、
住
宅
の
耐
震
診
断
、

今
後
の
林
野
行
政
、
と
畜
場
の
再
編
整
備
、
今
後
の

霞

浦
浄
化
に
対
す
る
認
識
、
利
根
川
架
橋
の
耐
震

安
全
性
、
学
力
診
断
テ
ス
ト
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
（
二

四
面
に
掲
載
）

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
国
の
基
礎
的

収
支
改
善
の
影
響
、
霞

浦
浄
化
へ
の
取
り
組
み
、

「
桜
の
郷
」
の
整
備
状
況
、
常
陸
牛
の
販
売
促
進
、

安
全
快
適
な
み
ち
緊
急
整
備
事
業
の
見
通
し
、
暴
力

団
撲
滅
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
（
六
・
七
面
に
掲
載
）

　
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託
案
件
及
び
県
北
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
Ｔ
Ｘ
快
速
電
車
の
停
車
駅
、
Ｊ
ー

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
人
材
確
保
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
五
面
に
掲
載
）

　
市
町
村
合
併
に
伴
う
新
生
活
圏
づ
く
り
調
査
特
別

委
員
会
で
は
、
付
託
案
件
に
つ
い
て
の
質
疑
及
び
最

終
報
告
書
構
成
案
の
検
討
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
新
た

な
県
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
中
間
報
告

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
（
五
面
に
掲
載
）

　
一
八
日
の
本
会
議
で
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、
意

見
書
、
請
願
な
ど
一
○
九
の
議
案
が
可
決
、
同
意
、

承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

住宅供給公社が分譲する団地

飯
塚
　
秋
男
（自
　由
　民
　主
　党
）

鈴
木
　
孝
治
（公
　
　
明
　
　
党
）

山
中
　
泰
子
（日
　本
　共
　産
　党
）

田
所
　
嘉
徳
（自
　由
　民
　主
　党
）

黒
部
　
博
英
（自
　由
　民
　主
　党
）

臼
井
平
八
郎
（自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

坪
井
　
　
透
（自
　由
　民
　主
　党
）

川
口
　
　
浩
（民
主
清
新
ク
ラ
ブ
）

小
川
　
一
成
（自
　由
　民
　主
　党
）

　
議
員
（
自
民
）
　
地
方
分
権

社
会
の
到
来
の
中
で
、
本
県
が

輝
き
を
放
つ
に
は
県
民
の
知
恵

と
力
の
結
集
は
必
須
で
あ
る
。

明
確
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

と
な
る
が
、
知
事
は
、
新
計
画

に
如
何
な
る
姿
を
描
く
の
か
。

　
知
事
　
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
、
働
く
場
所
の
確
保
や
交

流
人
口
の
増
大
に
よ
る
「
元
気

な
茨
城
」
等
三
つ
の
基
本
方
向

で
県
づ
く
り
を
進
め
、
「
活
力

に
あ
ふ
れ
、
住
み
よ
い
、
人
が

輝
く
茨
城
」
を
実
現
し
た
い
。

　
議
員
　
本
県
文
化
の
向
上
を

図
る
た
め
、
国
民
文
化
祭
の
開

催
に
向
け
、
来
年
度
を
文
化
意

識
を
高
め
る
年
と
位
置
付
け
る

と
と
も
に
、
効
果
を
検

証
し
う
る
仕
組
み
を
構

築
す
べ
き
で
は
。

　
生
活
環
境
部
長
　
県

民
一
人
ひ
と
り
が
何
ら

か
の
役
割
を
担
う
よ
う

な
県
民
運
動
や
、
専
門

家
な
ど
で
構
成
す
る
国

民
文
化
祭
の
企
画
委
員

会
を
開
催
後
も
継
続
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

（ほ
か
に
、受
動
喫
煙
防

止
対
策
、
下
妻
八
千
代

バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
立

地
企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
住
宅
供
給

公
社
の
経
営
は
破
綻
に

し
て

お
り
、
公
社
処
理
の
過
程
で
巨

額
の
負
担
が
県
財
政
を
直
撃
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
県
は
、
公

社
対
策
会
議
を
設
置
し
た
が
、

動
き
が
見
え
て
こ
な
い
。
一
日

も
早
く
公
社
に
対
す
る
基
本
方

針
を
打
ち
出
し
、
責
任
あ
る
対

応
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
知
事
　
今
後
五
年
間
を
土
地

処
分
へ
の
集
中
的
な
取
り
組
み

期
間
と
し
、
民
間
人
の
採
用
な

ど
販
売
体
制
の
強
化
を
図
る
。

徹
底
し
た
経
営
改
善
策
を
求
め

る
と
と
も
に
、
経
営
支
援
を
強

化
す
る
。
保
有
資
産
の
再
評
価

を
踏
ま
え
、
債
務
の
処
理
策
を

含
め
た
抜
本
的
な
対
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
議
員
　
霞

浦
の
浄
化
に
膨

大
な
予
算
を
投
入
し
て
き
た
が

満
足
で
き
る
成
果
が
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
予
算
額
の
累
計
は

幾
ら
で
そ
の
成
果
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
利
根

導
水
路
に
先
行
的
に
通
水
を
開

始
し
て
湖
水
を
入
れ
替
え
る
べ

き
と

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
知
事
　
経
費
は
一
兆
一
〇
〇

〇
億
円
余
り
で
あ
る
。
湖
内
に

流
入
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
負
荷
量
等

は
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、
水
質

環
境
基
準
や
湖
沼
水
質
保
全
計

画
の
水
質
目
標
は
未
達
成
で
あ

り
、
浄
化
対
策
の
一
層
の
充
実

に
努
め
る
。
利
根
導
水
路
は
漁

業
補
償
交
渉
の
早
期
妥
結
を
含

め
早
期
の
運
用
を
国
に
働
き
か

け
て
い
く
。

　
議
員
　
県
立
の
三
病
院
は
毎

年
度
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出

し
と
赤
字
決
算
を
計
上
し
て
い

る
。
県
立
病
院
の
経
営
の
健
全

化
に
は
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
に
よ
る
経
営
の
権
限
と

責
任
の
明
確
化
が
不
可
欠
と

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
知
事
　
二
月
に
設
置
し
た
外

部
有
識
者
か
ら
な
る
県
立
病
院

の
経
営
形
態
に
関
す
る
検
討
委

員
会
や
県
行
財
政
改
革
推
進
懇

談
会
の
結
果
を
集
約
し
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
、
地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
適
用
や
地
方
独
立

行
政
法
人
な
ど
新
た
な
経
営
形

態
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
議
員
　
一
部
の
青
少
年
の
素

行
の
悪
さ
は
、
愛
国
心
、
武
士

道
と
い
っ
た
心
の
問
題
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
き
た
こ
と
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
。
知
事
は
、

武
士
道
と
い
う
我
が
国
古
来
の

精
神
に
つ
い
て
、
行
政
を
執
行

す
る
立
場
で
ど
う

え
る
か
。

　
知
事
　
武
士
道
に
は
正
義
を

重
ん
じ
る
心
、
勇
気
や
思
い
や

り
、
親
に
対
す
る
尊
敬
の
念
、

苦
難
に
打
ち
勝
つ
強
い
心
な
ど

の
精
神
が
流
れ
て
お
り
、
国
・

県
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
人
づ

く
り
の
た
め
、
現
在
の
世
代
の

み
な
ら
ず
次
の
世
代
に
も
伝
え

て
い
く
べ
き
大
切
な
も
の
と

え
て
い
る
。

　
議
員
　
最
近
、
子
供
た
ち
の

学
力
の
低
下
が
大
き
な
教
育
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
ゆ
と
り
教

育
の
見
直
し
が
急
務
で
あ
る
。

現
在
の
ゆ
と
り
教
育
に
つ
い
て

の
認
識
と
確
か
な
学
力
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
高
校

の
学
区
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
伺
う
。

　
教
育
長
　
ゆ
と
り
教
育
の
目

指
す
方
向
は
間
違
っ
て
い
な
い

が
、
そ
の
ね
ら
い
は
十
分
達
成

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
習
熟
度

別
学
習
の
一
層
の
充
実
や
各
学

校
種
の
連
携
に
よ
る
計
画
的
、

継
続
的
指
導
な
ど
学
力
向
上
に

努
め
て
い
く
。
通
学
区
域
の
見

直
し
は
、
適
切
な
時
期
に
外
部

検
討
組
織
を
設
け
て
検
討
し
、

実
施
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
全
国
植
樹
祭
へ
の

取
り
組
み
、
警
察
基
盤
の
強
化

な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
大
紋
（自
由
民
主
党
）

江
田
　
隆
記
自
民
県
政

ク

ラ

ブ

長
谷
川
修
平
民
主
清
新

ク

ラ

ブ


